
	

泌尿器外科 / オス猫	

会陰尿道造瘻術（PU手術）	

	

対象	
オス猫	

手術時間	
60～90分	

入院	
2～3泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

尿道閉塞（尿道の詰まり）を繰り返すオス猫に対し、細い尿道を切除して広い「造瘻口」を新しく作
る手術です。狭い尿道をなくすことで、閉塞の再発を大きく減らせます。3回以上の閉塞再発、また
は尿道が極端に狭い場合に検討します。	

■ この手術が必要なとき	

・尿道閉塞を 3回以上繰り返すオス猫	
・尿道が瘢痕化・極端に狭くなっている	
・尿道結石を繰り返す	
・尿道カテーテルの挿入が難しい解剖学的な異常	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、会陰部を剃毛・消毒します	
② 陰茎・陰嚢を切除します（去勢を同時に行います）	
③ 狭い尿道を遡り、正常な幅のところまで切除します	
④ 広い尿道の断端を皮膚に縫合して「造瘻口」を作ります	
⑤ 尿道カテーテルを留置します（術後数日）	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～3日は入院し、尿道カテーテルを管理します。	

■ 術後のケア	

・エリザベスカラーを装着します（術後 2週間）	
・抜糸は 10～14日後が目安です	
・療法食の継続と水分摂取の増加が再発予防の柱です	
・定期的な尿検査を行います（3～6ヶ月ごと）	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・尿道狭窄の再発（縫合口の瘢痕化）	
・尿道周囲の感染	
・術後の一時的な排尿困難	
・出血	
・会陰部の改変による排便時の不快感	

■ よくある質問	

Q. 再発はゼロになりますか？	
A. 閉塞の再発は大きく減りますが、膀胱炎・感染は起こりえます。定期的な尿検査が大切です。	
Q. 排尿は正常にできますか？	
A. はい。造瘻口は広いため、ほとんどの猫で正常に排尿できます。	
Q. 見た目はどうなりますか？	
A. 会陰部の外観は変わりますが、日常生活に支障はありません。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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